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１　この問題用紙は、試験開始の合図で開くこと。　
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１ 次の  にあてはまる数を答えなさい。

 （１）　5. 1÷ 0. 12－ 17× 0. 5＝ 

 （２）　（3. 8× 39－ 68× 1. 9）÷ 0. 25＋ 6. 5× 4＝ 

 （３）　1 23×  4. 5－  ÷ 59  ＝ 5. 5



２ 次の  にあてはまる数を答えなさい。

 （１）　Ａ，Ｂ，Ｃは１～９のいずれかの数字を表していて，Ａ，Ｂ，Ｃを用いてつくった２つ

の３けたの整数をたすと，次のようになります。

Ａ Ｂ Ｃ

＋ Ｂ Ａ Ｃ

Ｃ Ａ Ｃ Ａ

    このとき，Ａ＋Ｂ＋Ｃ＝  です。

 （２）　一定の割合で水がわき出ている泉があります。この泉の水をポンプ１台を使ってぬいて

いくと 12 分で水がなくなります。また，泉の水がなくなった状態からポンプを止めると，

泉は 12 分ではじめの水量に戻
もど

ります。この泉の水を，ポンプ２台を使ってぬいていくと， 

 分で水がなくなります。

 （３）　Ａ地点とＢ地点の間を往復するのに，行きは毎分 80 ｍ，帰りは毎分 60 ｍの速さで休ま

ずに歩いたところ，１時間 10 分かかりました。

   　Ａ地点からＢ地点までの道のりは  kmです。

（４）　右の図のように，中心角が 102 度のおうぎ形を，点Ｏが

点Ｃと重なるように直線ＡＢで折り返しました。このとき，

角アの大きさは  度です。

（５）　右の図は，１辺が６cmの立方体で，辺ＡＢ，辺ＢＣのそ

れぞれの真ん中の点をＰ，Ｑとします。この立体を，点Ｐ，

Ｑ，頂点Ｆの３点を通る平面で２つの立体に切断しました。

このときできた立体のうち，頂点Ａをふくむ立体の体積は 

 cm3 です。
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３ 容器Ａには 12％の食塩水が 400ｇ，容器Ｂには濃
のう

度
ど

のわからない食塩水が 300ｇ入っていま
す。まず，容器Ａから 100ｇの食塩水を取り出して，容器Ｂに入れ，よくかき混ぜました。次
に，容器Ｂから 100ｇの食塩水を取り出して，容器Ａに入れ，よくかき混ぜたところ，容器Ａ
の食塩水の濃度は 10. 5％になりました。次の問いに答えなさい。

 （１）　最後に容器Ａの食塩水の中にふくまれている食塩の重さは何ｇですか。

 （２）　容器Ｂから取り出した食塩水の濃度は何％ですか。

 （３）　はじめの容器Ｂに入っていた食塩水の濃度は何％ですか。



４ 下の図の三角形ＡＢＣの面積は 210cm2 です。点Ｐは辺ＡＢを３：２に分ける点，点Ｑは辺
ＢＣを１：１に分ける点，点Ｒは辺ＡＣを１：２に分ける点です。ＡＱとＰＲの交わる点をＳ
とするとき，次の問いに答えなさい。

 （１）　三角形ＡＰＲの面積は何 cm2 ですか。

 （２）　三角形ＰＱＲの面積は何 cm2 ですか。

 （３）　四角形ＣＲＳＱの面積は何 cm2 ですか。
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５ 太郎くんと花子さんは，どちらも自分の歩
ほ

幅
はば

を 45cm だと思っています。下の図のＡＢ間，
ＢＣ間の道のりを，歩幅をもとに測ったところ，太郎くんは「ＡＢ間は 27 ｍ，ＢＣ間は 36 ｍ
あります。」，花子さんは「ＡＢ間は 32. 4 ｍあります。」と言っています。２人の歩幅を測った
ところ，太郎くんの歩幅が花子さんの歩幅より８cm長いことがわかりました。次の問いに答え
なさい。

 （１）　太郎くんはＡ地点からＢ地点まで何歩で歩きましたか。

 （２）　花子さんの歩幅は何 cmですか。

 （３）　Ａ地点からＣ地点までの道のりは何ｍですか。

Ａ Ｂ Ｃ



６ ２つの箱Ａ，Ｂがあり，箱Ａには１～４の数が１つずつ書かれた４個の玉が入っていて，
箱Ｂには１～８の数が１つずつ書かれた８個の玉が入っています。

  太郎くんは箱Ａ，Ｂの中からそれぞれ１個ずつ玉を取り出し，取り出した２個の玉に書かれ
た数の積と差を求めました。例えば，２つの数が１と３のとき，積は１×３＝３，

 差は３－１＝２で，２つの数が２と２のとき，積は２×２＝４，差は２－２＝０です。次の問
いに答えなさい。

 （１）　取り出した２個の玉に書かれた数の積が 18 のとき，取り出した２個の玉に書かれた数の

差はいくつですか。

  取り出した２個の玉をそれぞれ箱Ａ，Ｂに戻し，再び太郎くんは，箱Ａ，Ｂから１個ずつ玉
を取り出して，取り出した２個の玉に書かれた数の積と差を求めました。はじめに求めた数の
積だけを花子さんに伝え，「取り出した２個の玉に書かれた数はいくつといくつかわかります
か」と聞いたところ，花子さんは「わかりません」と答えました。

 （２）　太郎くんが花子さんに伝えた数の積はいくつだと考えられますか。考えられる積をすべ

て答えなさい。

  次に，太郎くんは求めた数の差を花子さんに伝え，「取り出した２個の玉に書かれた数はいく
つといくつかわかりますか」と聞いたところ，花子さんは「わかりました」と答えました。

 （３）　太郎くんが花子さんに伝えた数の差は，取り出した２個の玉に書かれた数の一方と同じ

でした。このとき，取り出した２個の玉に書かれた数はいくつといくつですか。
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